
つ

め

て

み

よ

う

観

て

み

よ

う

見

館山市のホームページアドレス　http://www.city.tateyama.chiba.jp
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ビ
ッ
ク
リ
す
る
よ
う
な

　
　
　
返
事
が
く
る
と
い
い
な
！

市原多朗

グ
リ
ー
テ
ィ
ン
グ
カ
ー
ド

コ

ン

テ

ス

ト

▲卵嚢と受精卵

　
笠
の
よ
う

な
形
を
し
た

巻
貝
の
仲
間

で
、
サ
ザ
エ

や
ア
ワ
ビ
な

ど
大
形
巻
貝

の
殻
に
ぴ
っ

た
り
張
り
付

い
て
寄
生
生

し
ゅ
く
し
ゅ

は
い
せ
つ
ぶ
つ

活
を
す
る
。
宿
主
の
排
泄
物
や
粘

液
を
食
べ
物
に
す
る
た
め
、
宿
主

の
成
長
に
従
っ
て
移
動
す
る
排
泄

孔
を
追
っ
て
彼
ら
も
付
着
箇
所
を

移
し
て
ゆ
く
。
ト
コ
ブ
シ
の
殻
な

ど
に
移
動
痕
が
残
さ
れ
る
の
は
こ

の
た
め
で
あ
る
。

　
寄
生
さ
れ
た
貝
は
、
殻
は
薄
く

変
形
し
て
も
ろ
く
な
り
、
時
に
は

成
長
が
阻
害
さ
れ
る
こ
と
さ
え
あ

こ

す

い

る
。
飼
育
中
の
ア
ワ
ビ
で
は
呼
水

こ
う孔

か
ら
殻
の
内
側
に
ま
で
寄
生
さ

れ
、
そ
れ
が
原
因
で
死
ぬ
こ
と
も

あ
る
の
で
注
意
を
要
す
る
。
逆

に
寄
生
す
る
貝
の
立
場
か
ら
観

察
す
る
と
、
生
き
る
た
め
の

様
々
の
工
夫
が
見
ら
れ
て
興
味

深
い
。
小
形
の
う
ち
は
全
て
が

オ
ス
で
、
メ
ス
に
性
転
換
す
る

と
大
形
に
な
る
。
ま
た
、
メ
ス

の
殻
の
上
や
近
く
に
付
着
す
る

個
体
は
全
て
が
オ
ス
と
な
る
。

メ
ス
は
殻
の
内
部
に
受
精
卵
を
包

ら
ん
の
う

ん
だ
沢
山
の
卵
嚢
を
抱
え
て
い

る
。
卵
嚢
中
に
は
栄
養
細
胞
が
用

ち

が

い

意
さ
れ
、
孵
化
し
た
稚
貝
は
そ
れ

を
食
べ
て
大
き
く
な
り
、
貝
類
の

成
長
過
程
で
み
ら
れ
る
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
幼
生
期
を
卵
嚢
内
で
過
ご
し

て
稚
貝
ま
で
成
長
す
る
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
宿
主
の
殻
か

ら
移
動
し
な
く
て
も
生
殖
が
可
能

で
、
卵
嚢
か
ら
出
て
来
れ
ば
そ
の

ま
ま
宿
主
に
付
着
で
き
る
と
い
う

実
に
む
だ
の
な
い
生
活
を
送
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
（
東
京
水
産
大

学
助
教
授
　
小
池
康
之
）

キクスズメガイ 背の上のタンコブ

吻
を
吻
を
の
ば
し
て
餌
を
取
る

▲呼水孔の
　両側に付着

▼移動痕

「
グ
リ
ー
テ
ィ
ン
グ
カ
ー
ド
は
３

回
目
で
す
。
昨
年
は
優
秀
賞
で
し

た
。
今
回
は
最
優
秀
賞
だ
と
い
う

こ
と
を
新
聞
で
初
め
て
知
っ
て
、

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
。
ア
メ
リ

カ
で
は
カ
ー
ド
を
立
て
て
置
く
と

聞
い
た
ん
で
、
こ
の
家
の
デ
ザ
イ

ン
を
思
い
つ
き
ま
し
た
。
作
る
の

に
３
日
間
ぐ
ら
い
か
か
り
ま
し

た
。
特
に
折
り
方
が
難
し
か
っ

た
。
普
段
か
ら
、
絵
や
カ
ー
ド
を

描
い
た
り
す
る
の
が
好
き
で
す
。

私
が
ビ
ッ
ク
リ
す
る
よ
う
な
返
事

が
返
っ
て
く
る
と
い
い
な
」

【
最
優
秀
賞
の
大
溝
理
恵
（
北
条

小
６
年
）】

「
ひ
な
ま
つ
り
（
３
月
）、
こ
ど
も

の
日
（
５
月
）
、
た
な
ば
た
（
７

月
）
、
お
月
見
（
９
月
）
と
い
う
日

本
の
１
年
の
代
表
的
な
行
事
を

カ
ー
ド
に
描
き
ま
し
た
。
カ
ー
ド

の
表
に
貼
っ
て
あ
る
折
り
た
た
み

式
の
雪
だ
る
ま
は
、
切
る
の
が
大

変
だ
っ
た
よ
。
完
成
ま
で
２
週
間

ぐ
ら
い
か
か
っ
ち
ゃ
っ
た
。
カ
ー

ド
を
作
る
の
は
楽
し
い
し
、
来
年

も
挑
戦
し
た
い
」

ま
さ
た
か

【
優
秀
賞
の
大
山
将
空
（
船
形
小

４
年
）】

「
好
き
な
マ
ン
ガ
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
紹
介
し
ま
し
た
。
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
描
く
の
に
３
回
練
習
し

ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
子
ど
も
に

わ
か
る
よ
う
に
、
先
生
に
教
わ
り

な
が
ら
英
語
で
説
明
を
書
き
ま
し

た
。
カ
ー
ド
を
開
く
と
真
ん
中
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
飛
び
出
す
よ
う

に
工
夫
し
ま
し
た
。
早
く
返
事
が

ほ
し
い
な
」

ま
さ

き

【
優
秀
賞
の
小
林
真
基
（
神
戸
小

６
年
）】

　
市
教
育
委
員
会
が
市
内
の
４
年

以
上
の
小
学
生
か
ら
募
集
し
た
、

グ
リ
ー
テ
ィ
ン
グ
カ
ー
ド
コ
ン
テ

ス
ト
。
今
年
は
104
点
の
応
募
が
あ

り
、
姉
妹
都
市
の
ア
メ
リ
カ
、
ベ

リ
ン
ハ
ム
市
の
バ
ー
チ
ュ
ー
ド
小

学
生
に
送
ら
れ
る
。
ク
リ
ス
マ
ス

に
は
、
一
人
ひ
と
り
に
返
事
が
届

く
。

　
凝
っ
た
折
り
方
と
色
彩
感
覚
、

デ
ザ
イ
ン
が
優
れ
て
い
た
と
し

て
、
大
溝
さ
ん
の
作
品
が
最
優
秀

賞
に
選
ば
れ
た
ほ
か
、
優
秀
賞
に

は
、
大
山
く
ん
、
小
林
く
ん
の
作

品
が
選
ば
れ
た
。
優
良
賞
は
次
の

と
お
り
。

　
優
良
賞
／
加
藤
里
奈
（
神
戸
小

あ
や

４
年
）
、
板
東
文
（
北
条
小
５

年
）
、
坂
本
美
幸
（
館
山
小
５

年
）
、
斉
藤
由
衣
（
神
戸
小
５

年
）
、
小
澤
里
恵
（
北
条
小
６

え

り

か

年
）
、
花
沢
衿
香
（
北
条
小
６

年
）
、
佐
藤
寛
子
（
神
戸
小
６

年
）
【
敬
称
略
】

とき：12月23日（月・祝）午後２時開演

場所：南総文化ホール

料金：一般3,500円

前売券：南総文化ホール、松田屋楽器店、

　　　   カミヤマ、館山駅前観光案内所、

　　　　宮沢書店

問合せ：館山音楽鑑賞協会事務局

　　　　（生涯学習課）殖22―3698

テノールコンサート

世界を征した魅惑の声

市民
グリーティングカードコンテストで
最 優 秀 賞 の 大 溝 さ ん （ 中 央 ）、
優秀賞の大山くん（右）、小林くん（左）

シ
リ
ー
ズ

特集
わたしの税金どう使われたの？
男女共同参画 ～学校での取り組み～

男 24,975（24） 女 26,859（2） 世帯数 21,079（21）館山市北条1145-1

● 10月1日の人口／総人口51,834（26）

（　） 内は前月比

広報／たてやま
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〒294-8601

電話 22－3111(代表） FAX 23－3115
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（21.0）34億0,337万円

（14.7）23億8,272万円

（14.5）23億5,361万円

（14.0）22億7,461万円

（12.5）20億2,998万円

（11.1）18億0,588万円

（12.2）19億4,866万円

60億8,852万円（36.0）

38億8,939万円（23.0）

18億0,620万円（10.7）

15億0,223万円（8.9）

6億4,305万円（3.8）

29億6,355万円（17.6）

市　税

地　方
交付税

市　債

国　庫
支出金

県
支出金

その他

民生費

公債費

衛生費

総務費

教育費

その他

漓平成13年度決算・歳入総額

168億9,294万円
漾平成13年度決算・歳出総額

161億9,883万円

（構成比％）

注釈：千円単位四捨五入

土木費

12
年
度
と
比
べ

歳
入
・
歳
出
と
も
に
増
加

　
市
の
会
計
は
一
般
会
計
と
特
別

会
計
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
市
民

生
活
に
直
接
関
係
が
深
い
、
道
路

　
市
民
の
み
な
さ
ん
の
税
金
が
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た

か
、
市
の
財
政
状
況
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
こ
の
決
算

の
公
表
は
、
市
の
財
政
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
、
ど
の

よ
う
な
状
況
に
あ
る
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

昨
年
度
の
決
算
の
概
要
と
今
年
度
予
算
の
９
月
補
正
額
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
問
合
せ
／
財
政
課
財
政
係（
殖
22
│
３
２
９
１
）

の
補
修
や
学
校
整
備
、
福
祉
な
ど

の
経
費
が
一
般
会
計
で
す
。

　
昨
年
度
の
一
般
会
計
で
、
ど
れ

だ
け
支
払
っ
た
か
、
収
入
し
た
か

を
上
の
羨
腺
の
グ
ラ
フ
で
示
し
て

い
ま
す
。

　
平
成
13
年
度
の
一
般
会
計
決
算

額
は
、
歳
入
で
168
億
９
千
294
万

円
、
歳
出
で
161
億
９
千
883
万
円

で
、
12
年
度
と
比
べ
て
、
歳
入
で

２
・
５
％
、
歳
出
で
２
・
５
％
そ

れ
ぞ
れ
増
加
し
ま
し
た
。

　
歳
出
を
性
質
別
に
み
て
み
る
と

（
グ
ラ
フ
舛
）、
人
件
費
が
最
も
多

く
、
全
体
の
25
・
１
％
。
次
い
で

普
通
建
設
事
業
費
が
20
・
８
％
。

社
会
保
障
制
度
と
し
て
生
活
困
窮

者
や
身
体
障
害
者
な
ど
が
生
活
を

維
持
で
き
る
よ
う
に
給
付
す
る
も

の
な
ど
を
含
む
扶
助
・
補
助
費
が

20
・
０
％
な
ど
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
歳
入
で
、
全
体
の
36
・
０
％
を
占

め
る
市
税
の
内
訳
を
み
て
み
る
と

（
グ
ラ
フ
船
）、
固
定
資
産
税
が
全

体
の
44
・
６
％
、
次
い
で
市
民
税

が
37
・
０
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
都
市
計
画
税
と
入
湯
税
は
目
的

税
と
呼
ば
れ
、
使
い
み
ち
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
13
年
度
の
都
市
計
画
税
収
入
額

（
５
億
８
千
499
万
円
）は
、
12
年

度
に
行
っ
た
都
市
計
画
事
業
の
青

柳
大
賀
線
整
備
事
業
、
船
形
館
山

港
線
整
備
事
業
（
２
億
８
千
483
万

円
）
、
館
山
駅
西
口
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
（
８
千
450
万
円
）、
公

共
下
水
道
整
備
事
業
（
４
億
８
千

255
万
円
）や
、
過
去
に
行
っ
た
城

山
公
園
な
ど
の
都
市
計
画
事
業
に

係
る
地
方
債
の
償
還
（
１
億
７
千

885
万
円
）の
一
部
に
充
て
ら
れ
、

入
湯
税
の
収
入
（
160
万
円
）は
消
防

団
詰
所
建
設
工
事
請
負
費
（
１
千

万
円
）
の
一
部
に
充
て
ら
れ
ま
し

た
。

2平成14年10月15日

市民の負担と市の支出

１人あたり使われたお金 約313,000円

１人あたり負担した市税 約117,000円

１世帯あたり使われたお金 約770,000円

１世帯あたり負担した市税 約290,000円

人口51,823人　世帯数21,027世帯

（平成14年５月末現在）

平
成
13
年
度
決
算
を
公
表
　
一
般
会
計
歳
出
・
民
生
費
が
ト
ッ
プ
　

　
平
成
14
年
度
９
月
補
正

で
、
一
般
会
計
の
歳
入
・

歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
３
千
230

万
７
千
円
を
追
加
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
般

会
計
の
総
額
は
172
億
６
千

419
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
補
正
の
主
な
事
業

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
安
房
地
域
の
市
町
村
合

併
に
つ
い
て
、
調
査
研
究

を
行
う
た
め
の
安
房
地
域

市
町
村
合
併
任
意
協
議
会

負
担
金
（
150
万
６
千
円
）

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
改
修
工
事
請
負
費

（
560
万
円
）

●
参
議
院
千
葉
県
選
挙
区

選
出
議
員
辞
職
に
伴
う
補

欠
選
挙
（
１
千
493

万
４
千

円
）

●
老
人
保
健
法
の
改
正
に

伴
う
受
給
者
証
の
郵
便
料

（
142
万
８
千
円
）

●
障
害
者
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
委
託
料
（
116
万

６
千
円
）

●
家
畜
排
せ
つ
物
の
適
正

な
処
理
を
促
進
す
る
た
め

の
さ
わ
や
か
畜
産
総
合
展

開
事
業
補
助
金
（
１
千
327

万
９
千
円
）

●
客
船
飛
鳥
の
寄
港
に
伴

う
歓
迎
行
事
委
託
料
（
248

万
１
千
円
）

●
観
光
情
報
発
信
の
た
め
の

ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
設
置
事
業

（
104
万
８
千
円
）

●
学
校
内
外
を
通
じ
た
奉

仕
活
動
・
体
験
活
動
推
進

事
業
（
224
万
１
千
円
）

●
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

等
の
キ
ャ
ン
プ
誘
致
に
伴

う
冬
芝
造
成
事
業
（
387
万

７
千
円
）

●
公
設
地
方
卸
売
市
場
事

業
特
別
会
計
繰
出
金
（
６

千
272
万
８
千
円
）

●
ふ
る
さ
と
百
科
事
典

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
委
託

料
（
370
万
５
千
円
）

　
こ
れ
ら
の
財
源
は
、
普

通
交
付
税
、
国
・
県
支
出

金
な
ど
を
充
当
し
ま
し

た
。

　
特
別
会
計
で
は
、
介
護

保
険
特
別
会
計
で
歳
入
・

歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
７
千
788

万
を
追
加
し
、
総
額
28
億

３
千
18
万
９
千
円
と
し
ま

し
た
。

（25.1）40億7,185万円

（20.0）32億4,562万円

 （20.8）33億6,916万円

（11.1）18億0,588万円

（12.1）19億6,307万円

人件費

扶助・補助費など

普通建設事業費

公債費

物件費

その他

（44.6）27億1,616万円

（37.0）22億5,548万円

（9.6）5億8,499万円

（6.7）4億0,549万円

（1.3）7,746万円

（0.8）4,894万円

固定資産税

市民税

都市計画税

市たばこ税

軽自動車税

その他

滷性質別歳出の内訳

161億9,883万円
澆市税の内訳

60億8,852万円

（構成比％）

注釈：千円単位四捨五入

　
特
別
の
目
的
を
も
っ
て
、
独
立

採
算
を
建
て
前
に
運
営
さ
れ
る
も

の
を
特
別
会
計
と
い
っ
て
、
一
般

会
計
と
区
分
し
て
い
ま
す
。

　
13
年
度
の
特
別
会
計
は
、
国
民

健
康
保
険
、
老
人
保
健
、
介
護
保

険
、
学
童
災
害
共
済
事
業
、
下
水

道
事
業
の
５
つ
で
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
歳
入
と
歳
出
、
前

年
度
対
比
を
次
の
表
で
示
し
て
い

ま
す
。

（10.8）17億4,325万円

３ だん暖たてやま

合併任意協議会負担金や客船飛鳥歓迎行事委託料など

12事業3,230万7千円を補正

▼
一
般
会
計

▼
特
別
会
計

国民健康保険

老人保健

介護保険

学童災害共済事業

下水道事業

484,833

599,605

253,730

         53

  96,373

　4.4％

 ▲4.3％

   32.3％

▲1.9％

▲14.7％

461,861

599,442

247,448

　　　41

  96,252

     6.4％

　   4.6％

   38.5%

  ▲4.7％

▲11.6％

会　計　名

▼平成13年度特別会計の決算状況 （単位：万円）

前年度対比 歳　出 前年度対比歳　入



　
従
来
ま
で
、
使
用
さ
れ
て
き
た

男
女
別
名
簿
に
は
、
男
女
平
等
教

育
の
視
点
か
ら
み
て
、
女
子
を
差

別
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ

り
ま
し
た
。
差
別
す
る
気
持
ち
が

無
く
て
も
区
別
す
る
こ
と
で
「
男

が
先
、
女
が
後
」
と
い
う
序
列
を

つ
く
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
か
ら
で

す
。
（
国
連
で
は
、
性
に
基
づ
く

「
区
別
」
は
「
差
別
」
と
明
言
し

て
い
ま
す
）
名
簿
に
よ
っ
て
毎
日

繰
り
返
さ
れ
る
影
響
は
「
男
子
優

先
、
女
は
男
の
後
、
女
と
男
は
生

ま
れ
な
が
ら
に
し
て
違
う
存
在
で

区
別
さ
れ
る
も
の
」
と
、
穏
や
か

※
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
教
育
／

社
会
的
、
文
化
的
に
形
成
さ
れ

た
、
男
女
の
性
差
に
し
ば
ら
れ

な
い
教
育

学
校
で
の
取
り
組
み

男

女

共

同

参

画

の

実

現

に

向

け

て

で
す
が
強
力
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
刷

り
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
男
女
別
名
簿
の
使
用
で
、
深
く

根
付
い
た
差
別
や
習
慣
を
変
え
る

に
、
混
合
名
簿
の
使
用
が
は
じ
ま

り
ま
し
た
。
混
合
名
簿
に
な
っ
た

か
ら
と
い
っ
て
も
、
男
女
の
差
別

が
無
く
な
っ
た
り
、
男
女
平
等
社

会
が
す
ぐ
に
実
現
で
き
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ま
ず
、
形
式

か
ら
入
る
の
も
大
き
な
効
果
が
あ

り
ま
す
。
男
女
が
対
等
の
関
係
を

つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
も
重
要
な

意
味
を
含
ん
で
い
た
訳
で
す
。

　
男
女
混
合
名
簿
だ
け
で
な
く
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
の
視
点
に

立
っ
た
教
育
活
動
の
見
直
し
を

行
っ
た
学
校
は
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
例
え
ば
、
保
健
関
係
で
は
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
な
が
ら

混
合
名
簿
順
で
定
期
健
康
診
断
を

実
施
し
た
り
、
生
徒
会
役
員
の
男

子
何
名
、
女
子
何
名
と
い
う
、
こ

れ
ま
で
の
既
定
枠
を
撤
廃
し
た

り
、
体
育
の
授
業
で
、
男
女
別
学

を
や
め
、
種
目
に
よ
っ
て
は
男
女

共
学
で
行
う
ケ
ー
ス
も
出
て
き
て

い
ま
す
。
陸
上
競
技
の
授
業
後
に

「
別
々
だ
っ
た
ん
で
知
ら
な
か
っ

た
け
ど
、
男
子
だ
か
ら
女
子
よ
り

も
運
動
技
能
が
優
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
ん
で
す
ね
」
と
い
う
女

子
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。
体
力
差

は
男
女
差
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
個

人
差
と
し
て
受
け
止
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
個
人

に
見
合
っ
た
種
目
の
選
択
が
で
き

る
よ
う
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
再
編

成
を
行
っ
た
上
で
、
柔
道
や
サ
ッ

カ
ー
は
男
子
、
ダ
ン
ス
は
女
子
と

い
う
固
定
概
念
を
植
え
付
け
な
い

よ
う
な
助
言
が
必
要
で
す
。

大
人
が
す
べ
き
こ
と
は
女
性
と

男
性
が
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、

性
別
に
か
か
わ
り
な
く
そ
の
個
性

と
能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会
を
つ

く
る
こ
と
で
す
。
次
世
代
を
担
う

こ
ど
も
た
ち
が
「
男
は
仕
事
、
女

は
家
庭
」
と
い
っ
た
社
会
的
、
文

化
的
に
形
成
さ
れ
た
性
別
で
、
考

え
や
行
動
、
生
き
方
を
制
約
し
、

画
一
化
し
な
い
よ
う
に
育
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

学
校
現
場
で
は
、
混
合
名
簿
の

使
用
で
少
し
ず
つ
で
す
が
、
男
女

共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の
基
盤
を

培
う
教
育
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま

す
。
社
会
も
学
校
も
性
別
で
決
め

付
け
る
の
で
な
く
、
一
人
ひ
と
り

の
個
性
に
目
を
向
け
る
視
点
を
持

つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

学
校
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら

家
庭
や
地
域
全
体
で
、
疏
ジ
ェ
ン

ダ
ー
疎
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。

　須田啓子さん／男女共同参画社会の実

現をめざして、その啓発をする公募委

員。中学校教諭。夫、子２人の４人家

族。家族の中の男女共同参画を実践中。

集特
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シリーズ

共同参画

今
年
度
か
ら
安
房
地
区
の
全
学
校
（
小
学
校
4 2
校
、
中
学
校
1 7
校
）
で
男
女
混
合
名
簿
の
使
用
が
は
じ

ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
教
育
現
場
で
の
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
に
重
要
な
一
歩
と
い
え
ま
す
。
男
女

共
同
参
画
社
会
の
形
成
に
は
、
学
校
で
の
人
権
教
育
、
男
女
平
等
教
育
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
教
育
（
※
）

の
推
進
が
欠
か
せ
な
い
か
ら
で
す
。
中
学
校
教
諭
の
須
田
啓
子
さ
ん
が
学
校
現
場
の
取
り
組
み
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
企
画
課
女
性
施
策
担
当
（
殖
22
―
３
１
６
３
）

区
別
し
て
い
た

　
　
今
ま
で
の
名
簿

は
じ
め
の
一
歩
は

　
　

混
合
名
簿
か
ら

一
人
ひ
と
り
の
個
性
に

　
　 

目
を
向
け
よ
う

体
力
差
は

　
男
女
差
で
は
な
い

　
船
形
小
学
校
（
校
長
今

村
好
夫
、
児
童
数
228

人
）
の
５
年
生
の
総
合
学

習
「
宇
田
川
を
探
ろ
う
」

で
は
、
地
域
の
環
境
保
全

団
体
を
招
い
て
、
20
日
授

業
を
行
い
ま
し
た
。

　
５
月
に
学
校
の
脇
を
流

れ
る
宇
田
川
に
沿
っ
て
歩

き
、
川
の
汚
れ
を
観
察
し

た
り
、
宇
田
川
が
流
れ
込

む
海
岸
で
ご
み
拾
い
を
し

て
き
ま
し
た
。

　
船
形
地
区
で
は
、
Ｅ
Ｍ
菌
を

使
っ
て
、
川
や
海
を
浄
化
さ
せ
よ

う
と
す
る
「
安
房
の
海
を
守
り
育

む
会
（
事
務
局 

福
原
一
）
」
が
１

年
前
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

度
か
ら
活
動
を
は
じ
め
、
今
回
、

こ
の
福
原
さ
ん
を
招
い
て
、
Ｅ
Ｍ

菌
や
現
在
の
取
組
み
な
ど
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
汚
れ
や
臭
い
を
と
る
だ
け
で
な

く
、
有
害
物
質
を
分
解
し
た
り
、
防

ダ
ニ
、
防
カ
ビ
、
さ
び
止
め
に
も

効
果
が
あ
る
と
い
う
Ｅ
Ｍ
菌
。
酒

屋
を
営
む
福
原
さ
ん
は
売
上
げ
の

一
部
を
こ
の
菌
の
購
入
に
あ
て
、

自
宅
で
も
菌
を
増
や
し
、
仲
間
と

宇
田
川
に
放
流
し
て
い
ま
す
。
活

動
期
間
は
ま
だ
短
い
も
の
の
、
ボ

ラ
や
イ
ト
ミ
ミ
ズ
、
ザ
リ
ガ
ニ
な

ど
が
増
え
た
と
児
童
た
ち
。

「
米
の
と
ぎ
汁
を
流
す
と
、
魚
が

住
め
る
状
態
に
薄
め
る
に
は
600
倍

の
水
が
必
要
。
し
か
し
、
同
じ
と

ぎ
汁
で
、
Ｅ
Ｍ
発
酵
液
も
で
き
ま

す
。
み
ん
な
の
協
力
で
、
多
く
の

家
庭
か
ら
Ｅ
Ｍ
菌
を
流
し
て
、
き

　
第
一
中
学
校
（
校
長
平
野

明
文
、
生
徒
数
269
人
）
の
１

年
生
（
74
人
）
で
は
、
総
合

学
習
で
国
際
理
解
学
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。
「
ア
ジ
ア

へ
の
架
け
橋
」
を
サ
ブ
テ
ー

マ
に
近
隣
の
国
々
の
こ
と
を

学
習
し
よ
う
と
、
ア
ジ
ア
の

６
地
域
【
サ
ハ
共
和
国
、
中

華
人
民
共
和
国
（
シ
ン
チ
ア

ン
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
、
内
モ

ン
ゴ
ル
自
治
区
）
、
大
韓
民

国
、
ネ
パ
ー
ル
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
】
に
つ
い
て
、
１
学
期

か
ら
学
習
し
て
い
ま
す
。

れ
い
に
し
よ
う
」
と
児
童
に

菌
を
配
り
ま
し
た
。

「
Ｅ
Ｍ
菌
で
川
が
、
ど
ん
ど

ん
き
れ
い
に
な
っ
て
ほ
し

い
。

油
な
ど
を
流
さ
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け
よ
う
」
と
浦

井
美
菜
子
さ
ん
。

「
地
域
の
河
川
を
通
し
て
、

自
然
と
人
々
の
生
活
が
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い

て
ほ
し
い
。
実
際
に
浄
化
に

取
組
む
人
と
ふ
れ
あ
い
、
自

分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
見

つ
け
て
ほ
し
い
」
と
学
校
で

は
期
待
し
て
い
ま
す
。

場広の民市

５ だん暖たてやま

　
４
、
５
人
の
班
ご
と
に
、
そ
れ

ぞ
れ
学
習
す
る
地
域
を
決
め
、
気

候
、
宗
教
、
食
事
や
衣
裳
な
ど
を

図
書
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
い

な
が
ら
、
調
べ
て
き
ま
し
た
。
サ

ハ
共
和
国
は
、
１
月
に
は
気
温
が

マ
イ
ナ
ス
70
度
に
も
な
る
こ
と
、

大
韓
民
国
で
は
、
食
事
の
と
き
、

茶
碗
を
持
っ
て
は
い
け
な
い
が
、

ひ
じ
を
つ
い
て
食
べ
て
も
良
い
こ

と
な
ど
…
。

　
学
習
を
深
め
る
に
つ
れ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
人
々
に
会
い
、

も
っ
と
知
り
た
い
と
い
う
生
徒
た

ち
の
要
望
に
応
え
、
学
校
が
千
葉

大
学
に
相
談
。
大
学
で
学
ぶ

各
地
域
出
身
の
留
学
生
を
先

月
27
日
招
き
、
体
育
館
で
集
会
を

開
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
衣
裳
姿
の
留

学
生
は
、
自
己
紹
介
の
あ
と
、
各

コ
ー
ナ
ー
で
生
徒
た
ち
に
自
分
の

地
域
に
つ
い
て
、
説
明
し
て
い
ま

し
た
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ハ
ン
ダ
ル
ト

さ
ん
が
ア
ン
ク
ル
ン
と
い
う
竹
で

で
き
た
楽
器
を
紹
介
。
20
糎
か
ら

40
糎
程
度
に
長
さ
を
変
え
る
こ
と

で
音
程
を
つ
け
、
横
棒
と
ぶ
つ
か

り
、
カ
タ
カ
タ
と
音
が
し
ま
す
。

ド
レ
ミ
フ
ァ
ソ
ラ
シ
ド
の
音
程
ご

と
に
８
人
が
ア
ン
ク
ル
ン
を
持

ち
、
ハ
ン
ダ
ル
ト
さ
ん
が

指
揮
し
て
、
「
ふ
る
さ

と
」
を
演
奏
。
聞
き
な
れ

た
日
本
の
曲
が
、
乾
い
た

エ
ス
ニ
ッ
ク
な
音
で
館
内

に
響
い
て
い
ま
し
た
。

　
実
際
に
ア
ン
ク
ル
ン
を

演
奏
し
た
石
井
雄
司
君
は

「
日
本
に
は
な
い
響
き

で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
親

近
感
が
わ
き
ま
し
た
。

も
っ
と
こ
の
国
に
つ
い
て

知
り
た
い
で
す
」
と
興
味

を
示
し
て
い
ま
し
た
。

留学生から異文化学ぶ　一中

ＥＭ菌で浄化対策　船形小 ぼ
く
ら
だ
っ
て
、川
を
き
れ
い
に
で
き
る

も
っ
と
こ
の
国
に
つ
い
て
知
り
た
い

 ▼EM発酵液を児童の前でつくる福原さん

 ▲ハンダルトさんの指揮でアンクルンを演奏する生徒たち
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　大腸がん検診を申込んだ人に、問診票と採便容器を今月末に

郵送します。

　問診票に必要事項を記入し、容器に採便して、会場にお持ち

ください。日程のとおり各地区をまわって行いますが、住んで

いる地区でなくても構いません。都合の良い日に、各会場にお

持ちください。

　申込みをしていない人は、今からでも申込むことができます。

　料金／500円

　問合せ・申込み／健康管理課（殖23－3113）

　
日
時
／
11
月
８
日
（
金
）
午
後
１

時
15
分
か
ら
午
後
３
時
30
分

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
内
容
／
上
手
な
離
乳
食
の
進
め

方
、
離
乳
食
（
初
期
・
中
期
・
後

期
）の
調
理
実
習

　
持
ち
物
／
母
子
手
帳
・
エ
プ
ロ

ン
・
三
角
巾
（
赤
ち
ゃ
ん
と
い
っ

し
ょ
に
参
加
す
る
人
は
、
お
ぶ
い

ひ
も
や
バ
ス
タ
オ
ル
な
ど
必
要
な

も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
健
康
管
理

課
（
殖
23
―
３
１
１
３
）

　
平
成
６
年
度
、
13
年
度
に
法
律

が
改
正
さ
れ
、
風
し
ん
の
予
防
接

種
対
象
が
、
中
学
生
女
子
か
ら
乳

幼
児
男
女
に
移
行
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
接
種
機
会
を
失
う
人

が
い
な
い
よ
う
に
昨
年
度
ま
で
、

小
・
中
学
校
で
集
団
接
種
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
昭
和

54
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
56
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
や
市
外
か

る
と
思
わ
れ
る
人
や
転
入
な
ど
で

通
知
が
届
か
な
い
人
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
生
活
保
護
世
帯
に
該
当
す
る
人

は
、
自
己
負
担
額
が
免
除
に
な
り

ま
す
の
で
、
必
ず
社
会
福
祉
課
へ

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
対
象
者
／
羨
市
内
に
住
民
登
録

が
あ
る
65
歳
以
上
の
接
種
希
望
者

で
、
本
人
の
接
種
意
思
が
確
認
で

き
る
人
、
腺
60
歳
以
上
65
歳
未
満

の
人
で
、
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸

器
の
機
能
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
に
障
害
が

あ
る
と
し
て
、
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
ら
れ
た
人

　
費
用
／
千
800
円
（
生
活
保
護
世

帯
は
免
除
）

　
接
種
期
間
／
12
月
28
日
（
土
）

　風しんは、大人になってかかる

と症状が重くなりやすい病気で

す。妊婦が妊娠初期にかかると赤

ちゃんが先天性風しん症候群に

よって、障害をもって生まれる可

能性が高いと言われています。

ま
で

　
接
種
回
数
／
１
回

　
持
ち
物
／
予
診
票
、
保
険
証
、

接
種
費
用
、
老
人
保
険
受
給
者
証

（
持
っ
て
い
る
人
）

※
予
防
接
種
は
体
調
の
良
い
と
き

に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
／
健
康
管
理
課
（
殖
23

―
３
１
１
３
）
、
社
会
福
祉
課

（
殖
22
―
３
４
９
１
）

ら
の
転
入
な
ど
で
、
未
接
種
の
人

が
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
未
接
種
の
人
は
、
指
定
医
療
機

関
で
接
種
で
き
ま
す
。
健
康
管
理

課
ま
で
電
話
か
ハ
ガ
キ
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

　
対
象
／
現
在
、
市
内
在
住
で
、

昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
62

年
10
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

で
未
接
種
の
人
（
男
女
を
問
い
ま

せ
ん
）

　
接
種
期
間
／
来
年
９
月
30
日
ま
で

　
接
種
場
所
／
市
指
定
医
療
機
関

　
注
意
／
羨
今
ま
で
に
風
し
ん
に

か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
は
、
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。
腺
申
し
込
む
と

指
定
医
療
機
関
一
覧
、
予
診
票
な

ど
を
郵
送
し
ま
す
。
必
ず
指
定
医

療
機
関
に
予
約
し
て
か
ら
接
種
し

て
く
だ
さ
い
。
指
定
医
療
機
関
に

か
か
り
つ
け
医
が
あ
れ
ば
、
そ
ち

ら
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
舛
未

成
年
者
は
保
護
者
同
伴
で
接
種
し

て
く
だ
さ
い
。
船
現
在
、
妊
娠
し

て
い
る
人
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
。

薦
接
種
後
２
ヵ
月
間
は
避
妊
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ハ
ガ
キ
で
の
申
込
み
／
風
し
ん

予
防
接
種
希
望
と
し
、
住
所
、
接

種
者
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番

号
、
未
成
年
の
場
合
は
保
護
者
氏

名
を
記
入
し
て
、
申
込
み
先
ま
で
。

　
問
合
せ
・
申
込
み
先
／
〒
294
―

０
０
４
５
館
山
市
北
条
740
―
１
　

健
康
管
理
課
（
殖
23
―
３
１
１

３
）

　
市
で
は
、
精
神
障
害
を
も
つ
人

の
家
を
訪
問
し
て
、
身
の
ま
わ
り

の
世
話
な
ど
を
す
る
精
神
障
害
者

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
11
月

１
日
か
ら
は
じ
め
ま
す
。

　
市
か
ら
委
託
を
受
け
た
指
定
業

者
の
ヘ
ル
パ
ー
が
、
通
院
の
介

助
、
調
理
、
買
い
物
、
掃
除
、
洗

濯
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
申
し
込
ん
だ
人
に
は
、
職
員
が

訪
問
し
、
状
況
を
調
査
し
、
一
人

ひ
と
り
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
内
容

を
相
談
し
ま
す
。

　
対
象
／
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
の
交
付
を
受
け
た
人
か
、
精

神
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金

の
給
付
を
受
け
て
い
る
人

で
、
精
神
病
院
な
ど
に
通

院
し
て
治
療
を
う
け
て
お

り
、
日
常
生
活
を
営
む
の

に
支
障
が
あ
る
人
【
現

在
、
介
護
保
険
を
利
用
し

て
い
る
人
は
、
対
象
外
で

す
】

　
料
金
／
所
得
に
応
じ

て
、
負
担
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
申
込
み
／
窓
口
か
電
話

で　
問
合
せ
・
申
込
み
先
／

社
会
福
祉
課
（
殖
22
―
３

４
９
２
）

▼大腸がん検診の日程

せら知お

　　時　間

  9:20～  9:40

10:00～10:40

  9:00～  9:40

  9:00～  9:40

  9:00～  9:30

  9:30～10:00

  9:00～  9:40

  9:00～  9:40

  9:00～  9:30

  9:30～10:00

  9:00～  9:30

  9:00～  9:20

  9:50～10:10

  9:00～  9:25

  9:25～  9:50

  9:00～10:00

　　　会　場

富崎地区公民館

神戸地区公民館

コミュニティセンター

西岬東地区公民館

コミュニティセンター

コミュニティセンター

船形地区公民館

豊房地区公民館

館山地区公民館

館山地区公民館

館山地区公民館

九重地区公民館

館野地区公民館

那古地区公民館

那古地区公民館

コミュニティセンター

　　期　日　

11月 ５日（火）

11月 ６日（水）

11月 ７日（木）

11月 ８日（金）

11月11日（月）

11月12日（火）

11月13日（水）

11月14日（木）

　　　　　　　対　象　地　区

富崎地区全域

神戸地区全域

八幡・湊・高井・上野原

西岬地区全域

南町・新明町・三軒町・鶴ヶ谷・新鶴ヶ谷・渚

六軒町・海岸・新宿・長須賀

船形地区全域

豊房地区全域

上須賀・真倉・青柳

西の浜・岡沼・西原・柏崎・宮城・笠名・大賀

新井・下町・仲町・上町・楠見

九重地区全域

館野地区全域

東藤・宿・寺赤・浜・大芝・辻・芝崎

川崎・正木上・下・向・西郷・正木岡・亀ヶ原・小原

地区の会場に行けなかった人

　
こ
れ
か
ら
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
シ
ー
ズ
ン
。

　
市
で
は
、
65
歳
以
上

の
人
を
対
象
に
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

を
実
施
し
ま
す
。
希
望

者
が
指
定
医
療
機
関
で

接
種
す
る
際
、
費
用
の

一
部
を
市
が
負
担
す
る

も
の
で
す
。
65
歳
以
上

の
人
に
通
知
し
ま
す
の

で
、
希
望
者
は
、
同
封

す
る
予
診
票
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
指
定
医

療
機
関
に
予
約
し
て
か

ら
接
種
し
て
く
だ
さ

い
。

　
60
歳
以
上
65
歳
未
満

の
人
で
、
次
に
該
当
す

高齢者にインフルエンザの予防接種

大腸がん検診学 
 

級

う
　
う

　
ま
　
ま

受
け
ま
し
た
か
！
風
し
ん
の
予
防
接
種

精
神
障
害
を
持
つ
人
に

    

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
開
始

　全国で毎年多くの人がインフルエ

ンザにかかっています。特にインフ

ルエンザで死亡する人の中で、65

歳以上の人は全体の８割以上を占め

ています。



　
来
年
４
月
か
ら
入
園
す
る
幼
稚

園
児
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

　
入
る
園
は
、
住
所
の
あ
る
地
区

の
幼
稚
園
で
す
。

▼
対
象

▽
４
歳
児
＝
平
成
10
年
４
月
２
日

～
平
成
11
年
４
月
１
日
生
ま
れ
　

▽
５
歳
児
＝
平
成
９
年
４
月
２
日

～
平
成
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ

８ ９ だん暖たてやま 平成14年10月15日

せら知お

　
願
書
配
布
期
間
／
各

幼
稚
園
で
11
月

14

日

（
木
）
、
15
日
（
金
）
の

両
日
午
後
２
時
30
分
～
午
後
４
時

ま
で
【
館
野
幼
稚
園
は
、
13
日

（
水
）、
14
日
（
木
）】

　
願
書
受
付
期
間
／
各
幼
稚
園
で

11
月
21
日
（
木
）、
22
日
（
金
）
午

後
２
時
30
分
～
午
後
４
時
ま
で ▼幼稚園一覧

　
温
水
プ
ー
ル
は
、
ボ
イ
ラ
ー
の

法
定
検
査
の
た
め
、
11
月
１
日

（
金
）
か
ら
11
月
14
日
（
木
）
ま

で
休
館
し
ま
す
。

15
日
（
金
）
午
後
１
時
か
ら
通
常

ど
お
り
開
館
し
ま
す
。

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の

間
も
開
館
し
て
い
ま
す
が
、
お
風

呂
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
問
合
せ
／
温
水
プ
ー
ル
（
殖
22

―
５
５
１
９
）
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
殖
22
―
５
２
３
４
）

　
地
区
説
明
会
や
市
都
市
計
画
審

議
の
審
議
を
経
て
、
８
月
30
日
付

け
で
千
葉
県
に
提
出
し
た
「
館
山

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及

び
保
全
の
方
針
」
の
原
案
を
配
布

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w
w
.city.tateyam

a.ch
ib
a.

jp
/

）
の
中
の
都
市
計
画
課
の
サ
イ

ト
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
配
布
期
間
／
11
月
15
日
（
金
）

ま
で

　
建
築
基
準
法
の
改
正
で
、
用
途

地
域
内
の
建
ぺ
い
率
を
地
域
の
特

色
に
応
じ
て
、
市
町
村
で
決
定
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
用
途
地
域
の
変
更
案

の
縦
覧
を
次
の
期
間
に
行
い
ま

す
。
縦
覧
期
間
中
で
あ
れ
ば
、
変

更
案
に
つ
い
て
、
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
意
見
書

を
郵
送
す
る
場
合
は
、
こ
の
期
間

の
消
印
有
効
で
す
。

　
縦
覧
期
間
／
10
月
25
日
（
金
）

か
ら
11
月
７
日
（
木
）
ま
で
（
土

日
祝
祭
日
は
除
く
）

　
時
間
／
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で

　
場
所
・
問
合
せ
／
都
市
計
画
課

　
入
園
許
可
／
１
月
中
旬
～
下
旬

に
、
各
園
で
入
園
許
可
証
を
渡
し

ま
す
。

　
問
合
せ
／
各
幼
稚
園
（
午
後
２

時
30
分
～
午
後
４
時
）
ま
た
は
学

校
教
育
課
（
殖
22
―
３
６
９
４
）

　11月９日（土）から15日（金）までの１

週間、「消す心　置いてください　火のそば

に」を統一標語に「秋季全国火災予防運動」

が行われます。

　市内の火災発生件数は、平成10年以降年間

30件代に留まっています。今年は９月末現在

で37件です。これから寒くなる時期を迎え、

空気が乾燥し、ストーブなどを使用する機会

が増えてきますが、市では、これ以上火災が

発生しないよう、火の取扱いには十分、注意

してほしいと呼びかけています。

11月９日早朝にサイレン
　秋の全国火災予防運動の初日となる１１月

９日（土）午前６時には、消防車でサイレン

を鳴らします。

消防団で実戦式操法大会
　市消防団では、この週間にあわせ、防火意

識を高めるため、11月９日（土）に市内を

消防車でパレードを行います。

　さらにこの日に旧富士ディゼル跡地で、消防

団による「第７回実戦式消防操法大会」を開催

します。２台の消防ポンプ車を中継して、消火

しするもので、各分団ごとに競います。

　また、災害時の炊出し、消防車両体験乗

車、子どもコーナーなどのイベントも開催し

年

件数

 5

72

 6

64

 7

77

 8

70

 9

51

10

32

11

33

12

35

13

39

▼市内の火災発生件数（平成５年以降）

用
途
地
域
の
変
更
案
を
縦
覧

都
市
計
画
係
（
殖
22
―
３
６
１

０
）都

市
マ
ス
原
案
を
配
布

　
時
間
／
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で

　
場
所
・
問
合
せ
／
都
市
計
画
課

都
市
計
画
係
（
殖
22

―
３
６
１

０
）

　計量器（はかり）の検査を次の日程で行い

ます。

　商店や工場などで取引や証明用に使うはか

りや宅配荷受用、薬局の調剤用のはかりが対

象です。

　これらのはかりは２年に１回、定期検査が

必要です。この日程で検査を受けないと千葉

市の計量検定所に行くことになります。

　持ち物／はかり、分銅、印鑑

　手数料／１台500円から1,800円程度

　新しく商売をはじめたり、はかりを使用す

るようになった場合は、商工課に連絡してく

ださい。

　問合せ／商工課（殖22―3364）

「
秋
の
ま
ち
を
愛
す
る
週

間
」
の
行
事
と
し
て
、
11

月
３
日
に
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
委
員
会
や
町
内
会
、

子
ど
も
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど

で
錦
鯉
の
放
流
を
市
内
の

13
河
川
で
行
い
ま
す
。

計量器（はかり）の検査

　日本道路公団市原管理事務所では、富津館山道路を次の期間、

夜間通行止めにし、施設保全工事、道路保全工事を行います。

工事期間／10月28日（月）から10月30日（水）

　　　　 【雨天時の予備日／10月31日、11月１日】

工事時間／午後９時から翌午前６時

実施区間／鋸南富山から富津竹岡までの全線

問合せ／日本道路公団市原管理事務所（殖0436―21―0091）

富津館山道路　夜間全線通行止め

ます。

　当日もサイレ

ン を 鳴 ら し ま

す 。 （ 雨 天 中

止）

　問合せ／社会

安全対策課消防

防災係　殖22―

3442

市内でもイベント開催
～秋季全国火災予防運動～

　
日
時
／
11
月
10
日
（
日
）
午
前

10
時
か
ら
午
後
３
時

　
場
所
／
国
立
館
山
海
上
技
術
学

校

　
10
月
21
日
（
月
）
か
ら
11
月
10

日
（
日
）
は
、
秋
の
「
ま
ち
を
愛

す
る
週
間
」
で
す
。

　
期
間
中
の
11
月
10
日
（
日
）
に

市
内
一
斉
清
掃
を
行
い
ま

す
。

　
当
日
は
、
道
路
や
空
き

地
な
ど
に
散
乱
し
て
い
る

　
内
容
／
各
種
模
擬
店
、
バ

ザ
ー
、
バ
ン
ド
演
奏
、
作
品
展

示
、
自
主
制
作
映
画
の
上
映
、
体

験
乗
船
（
学
校
練
習
船
望
洋
丸
、

カ
ッ
タ
ー
ボ
ー
ト
）
、
航
海
計
器

の
展
示

　
問
合
せ
／
国
立
館
山
海
上
技
術

学
校
（
殖
22
―
１
９
１
２
）

計量器（はかり）の検査日程

11
月
10
日
は
、
秋
の
市
内
一
斉
清
掃

　
問
合
せ
／
社
会
安
全
対
策
課

（
殖
22
―
３
４
６
４
）

空
き
缶
、
空
き
ビ
ン
な
ど
を
各
地

区
の
決
め
ら
れ
た
場
所
に
搬
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
日
時
／
11
月
10
日
（
日
）
午
前

８
時
30
分
か
ら
午
前
10
時
【
雨
の

場
合
は
、
中
止
】

　
問
合
せ
／
環
境
保
全
課
（
殖
22

―
３
３
５
４
）

今年の春の一斉清掃（坂田区）

幼稚園

船 形

那 古

北 条

館 山

西 岬

神 戸

富 崎

豊 房

館 野

九 重

電　話

27―4105

27―4502

22―0700

22―0632

29―0044

28―2431

28―1230

23―5841

23―1287

22―9210

温
水
プ
ー
ル
が
休
館

火の取扱に注意して！

　
開
設
日
時
／
10

月
20

日

（
日
）
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で

　
場
所
／
安
房
支
庁
税
務
課

　
内
容
／
自
動
車
税
な
ど
の
県

税
の
収
納
、
納
税
相
談

　
問
合
せ
／
安
房
支
庁
税
務
課

（
殖
22
―
７
１
１
７
）

県
税
休
日
納
税
窓
口

市
内
の
河
川
に

錦
鯉
を
放
流

海
上
技
術
学
校
で
海
校
祭

　  期　日

11月  6日（水）

11月  7日（木）

11月  8日（金）

11月11日（月）

11月12日（火）

11月13日（水）

11月14日（木）

11月15日（金）

11月18日（月）

11月19日（火）

11月20日（水）

　　時　間

10:30～15:00

10:30～15:00

10:30～15:00

10:30～12:00

13:30～15:00

10:30～12:00

13:30～14:00

14:30～15:00

10:30～15:00

10:30～15:00

10:30～15:00

10:30～15:00

10:30～12:00

13:30～15:00

10:30～15:00

　　　　 会　　　　場

長須賀中央ホール

館山地区公民館

館山地区公民館

富崎地区公民館

西岬東地区公民館

神戸地区公民館

安房農業協同組合神余支店

安房農業協同組合豊房支店

市役所４号館（旧市民センター）

市役所４号館（旧市民センター）

船形地区公民館

那古地区公民館

九重地区公民館

館野地区公民館

市役所４号館（旧市民センター）

昨年の防火
イベントの１コマ



　
日
時
／
１
月
25
日
（
土
）
午
後

７
時
～
午
後
８
時
30
分

　
会
場
／
南
総
文
化
ホ
ー
ル

　
参
加
費
用
／
無
料
　

　
大
会
問
合
せ
／
ス
ポ
ー
ツ
課

（
殖
22
―
３
６
９
６
）

10平成14年10月15日

集募
　
若
潮
マ
ラ
ソ
ン
の
申
込
み
受
付

が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
陸
上
競
技
連
盟
公
認
コ
ー

ス
の
「
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
部
」
、

「
10
噌
の
部
」と
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

部
（
２
噌
）
」
の
３
部
で
、
今
回
か

ら
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
部
と
10
噌
の

部
で
、
女
子
を
年
齢
別
に
そ
れ
ぞ

れ
３
種
目
ず
つ
細
分
化
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
今
回
か
ら
参
加
申
込
み

が
エ
ン
ト
リ
ー
セ
ン
タ
ー
に
変
わ

り
ま
し
た
。

　
開
催
日
時
／
１
月
26
日
（
日
）

　
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
部
／
羨
15
歳

～
34
歳
（
中
学
生
不
可
）
男
子
、

腺
35
歳
～
49
歳
男
子
、
舛
50
歳
以

上
男
子
、
船
18
～
34
歳
女
子
、
薦

35
歳
～
49
歳
女
子
、
詮
50
歳
以
上

女
子
。
午
前
10
時
ス
タ
ー
ト
。
制

限
時
間
は
５
時
間
以
内
。

　
10
紐
の
部
／
賎
高
校
生
男
子
、

践
15
歳
～
34
歳
（
中
学
生
不
可
）

男
子
、
選
35
歳
～
49
歳
男
子
、

遷
50
歳
以
上
男
子
、
銭
15
歳
～

34
歳
（
中
学
生
不
可
）
女
子
、
銑

35
歳
～
49
歳
女
子
、
閃
50
歳
以

上
女
子
。
午
前
10

時
30
分
ス

タ
ー
ト
。
制
限
時
間
は
１
時
間

30
分
以
内
。

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
／
小
学
生
と

保
護
者
。
午
前
10
時
35
分
ス
タ
ー

ト
。
制
限
時
間
は
20
分
以
内
。

　
表
彰
／
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
と
10
噌

の
部
の
８
位
ま
で
を
表
彰
。
全
員

に
参
加
賞
と
時
間
内
完
走
者
に
記

録
証
。
遠
来
賞
や
夫
婦
最
高
年
齢

賞
、
協
賛
団
体
か
ら
の
特
別
賞
な

ど
。

　
費
用
／
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
部
・

10
噌
の
部
＝
３
千
円
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
部
＝
１
家
族
１
組
３
千
円

（
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
保
険
料
な

ど
）

　
申
込
方
法
／
11
月
29
日
（
金
）

ま
で
に
、
市
役
所
や
郵
便
局
な
ど

に
あ
る
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
参
加
費
を
添
え

て
郵
便
局
（
郵
便
振
込
手
数
料
70

円
）
で
、
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
前
日
受
付
／
南
総
文
化
ホ
ー
ル

開
会
式
・
前
夜
祭

で
、
午
後
３
時
～
午
後
８
時
ま
で

　
当
日
受
付
／
会
場
で
、
午
前
７

時
30
分
～
午
前
９
時
30
分
ま
で

（
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
は
午
前
９
時
ま

で
）

　
問
合
せ
／
「
館
山
若
潮
マ
ラ
ソ
ン

大
会
」
エ
ン
ト
リ
ー
セ
ン
タ
ー
（
殖

03
―
３
７
１
４
―
７
９
２
４
）

　
市
立
博
物
館
で
は
、
「
お
も
し

ろ
歴
史
教
室
　
わ
た
し
の
町
の
歴

史
探
訪
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
３
時
間
程
度
で
歩
い
て
ま
わ
れ

る
小
エ
リ
ア
を
対
象
に
、
イ
ラ
ス

ト
マ
ッ
プ
を
持
っ
て
、
土
地
の
歴

史
を
探
り
な
が
ら
歩
き
ま
す
。

　
シ
リ
ー
ズ
第
14
回
目
の
今
回

は
、
館
山
平
野
で
館
山
湾
に
一
番

近
い
山
す
そ
に
開
け
た
、
安
布

里
・
大
網
・
南
条
を
歩
き
ま
す
。

　
日
時
／
11
月
10
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分
【
雨

の
場
合
は
、
11
月
23
日
（
土
）
に

延
期
】

　
コ
ー
ス
／
館
野
地
区
安
布
里
・

大
網
、
豊
房
地
区
南
条
（
約
４

㎞
）
羨
安
布
里
の
半
鐘
～
腺
安
布

れ
ん
こ
う
じ

し
ゃ
な
い
ん

里
・
蓮
幸
寺
～
舛
大
網
舎
那
院
の

大
仏
～
船
大
網
砲
台
跡
～
薦
南

せ
ん
げ
ん
さ
ま

条
・
姫
塚
～
詮
南
条
・
浅
間
様
～

賎
南
条
観
音
寺
～
践
下
真
倉
・
日

枝
神
社
～
選
大
網
・
大
巌
院
～
遷

と
う
し
ょ
う

安
布
里
・
刀
匠
の
碑

　
集
合
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
第
２
駐
車
場
（
南
側
）

お
も
し
ろ
歴
史
教
室
　

わ
た
し
の
町
の
歴
史
探
訪

　
定
員
／
制
限
な
し

　
参
加
費
／
30
円
（
保
険
料
）

　
準
備
／
活
動
し
や
す
い
服
と
靴

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
申
込
み
／
保
険
加
入
の
都
合

上
、
事
前
に
電
話
申
込
。

　
締
切
／
11
月
７
日
（
木
）

　
問
合
せ
・
申
込
み
先
／
市
立
博

物
館
（
殖
23
―
５
２
１
２
）

競
技
内
容
・
ス
タ
ー
ト
時
間

11 だん暖たてやま

　
図
書
館
で
は
、
文
学
に
ゆ
か
り

の
あ
る
地
を
訪
ね
る
「
文
学
散

歩
」
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
、
外
房
の
一
宮
、
東
金
、

成
東
方
面
で
す
。

　
日
時
／
11
月
13
日
（
水
）
午
前

８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

　
コ
ー
ス
／
一
宮
（
芥
川
荘
）
、

東
金
（
真
亀
海
岸
、
高
村
光
太
郎

詩
碑
）
、
成
東
（
伊
藤
左
千
夫
生

家
な
ど
）
【
天
候
に
よ
り
多
少

コ
ー
ス
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
】

　
来
年
１
月
12
日（
日
）南
総
文
化

ホ
ー
ル
で
成
人
式
を
行
い
ま
す
。

　
対
象
者
は
、
昭
和
57
年
４
月
２

日
～
昭
和
58
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
で
す
。

１
月
12
日

成

人

式

転
出
者
は
ハ
ガ
キ
で

　
11
月
１
日
現
在
、
市
内
に
住
民

登
録
の
あ
る
人
に
は
、
11
月
下
旬

に
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
市
外
へ
転
出
し
た
人
で
、
参
加

を
希
望
す
る
人
は
ハ
ガ
キ
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
成
人
式
は
、
新
し
い
門
出
を
祝

う
日
で
す
。
服
装
は
華
美
に
な
ら

な
い
よ
う
に
自
覚
し
て
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

　
よ
り
多
く
の
市
民
に
も
祝
福
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
会
場
に
は
、

市
民
席
を
設
け
ま
す
。
申
込
み
は

不
要
で
す
。

　
問
合
せ
／
中
央
公
民
館
（
殖
23

―
３
１
１
１
）

ハガキの記入例

館
山
市
北
条
７
４
０
―
１

館
山
市
中
央
公
民
館
　
行

成
人
式
希
望

　
・
本
人
氏
名
（
性
別
）

　
・
世
帯
主
住
所
（
郵
便
番
号
）

　
・
世
帯
主
氏
名

　
・
電
話
番
号

〒294－0045

問合せ／館山市図書館（殖22－0701）

いい本あるある!

純真保育園前

温水プール前

那古地区公民館

崖観音下

稲原集会所前

船形小学校

船形地区公民館

那古小学校

豊津ホール

大賀自衛隊官舎

香浅間神社

西岬東地区公民館

坂田漁港前

西岬西地区公民館

館山小学校

西岬小学校

大田区立養護学校

房南保育園

安房神社鳥居前

相浜漁協前

布良漁協前

神戸小学校

富崎小学校

館野保育園

横枕松葉堂前

腰越延命院前

九重駅前

館野小学校

九重小学校

（九重保育園）

神余小学校

豊房小学校

移動図書館「わかしお号」

11月の巡回場所

駐　車　場

※雨や風の強い日は、巡回を中止するこ
とがあります。

14

28

14

28

10:20～11:00

11:10～11:30

13:20～13:35

13:45～14:00

14:10～14:25

14:40～15:40

12:40～13:10

12:40～13:10

14:40～15:40

 9:20～ 9:35

 9:45～10:15

10:25～10:40

10:50～11:05

11:15～11:30

13:40～14:00

14:20～15:40

12:40～13:10

12:40～13:10

14:20～15:40

 9:50～10:20

10:35～11:05

11:15～11:35

13:20～13:50

14:00～14:25

14:40～15:40

12:40～13:10

12:40～13:10

14:40～15:40

10:20～11:00

11:15～11:35

13:20～13:40

13:50～14:15

12:40～13:10

14:40～15:40

14:40～15:40

12:40～13:10

12:40～13:10

14:40～15:40

14:40～15:40

12:40～13:10

時　間　 11月

６

19

6

19

6

19

7

20

12

26

12

26

12

26

13

27

13

27

13

27

7

20

7

20

　
安
房
保
健
所
な
ど
で
は
、
精
神

障
害
の
正
し
い
知
識
と
理
解
を
深

め
る
よ
う
普
及
啓
発
活
動
と
し
て

「
心
の
健
康
の
つ
ど
い
」
を
開
催

し
ま
す
。
【
入
場
無
料
】

　
日
時
／
11
月
４
日
（
月
）
午
後

１
時
開
場

　
場
所
／
南
総
文
化
ホ
ー
ル

　
内
容
／
映
画
上
映
「
ビ
ュ
ー

テ
ィ
フ
ル
マ
イ
ン
ド
」
、
思
春
期

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
（
11
時
開

始
・
予
約
制
）
、
ア
ル
コ
ー
ル
体

質
判
定
テ
ス
ト
、
健
康
自
己

チ
ェ
ッ
ク

　
問
合
せ
／
安
房
保
健
所
疾
病
対

策
課
（
殖
22
―
４
５
１
１
）

　
交
通
／
市
生
涯
学
習
バ
ス

　
講
師
／
加
藤
孝
氏

　
参
加
費
／
千
500
円

　
定
員
／
22
人
（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

　
締
切
／
11
月
２
日
（
土
）

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
市
図
書
館

（
殖
22
―
０
７
０
１
）

心
の
健
康
の
つ
ど
い

精
神
障
害
を

理
解
し
て

一
宮
～
東
金
～
成
東
方
面
に
　
文
学
散
歩



　
市
で
は
、
現
在
、
次
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
作
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
事
業
計
画
で
は
、
次
期
事
業
期
間
で
あ
る
平
成
15
年
度
か
ら
17
年
度

ま
で
の
保
険
給
付
の
見
込
額
を
推
計
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
第
１
号

被
保
険
者
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
保
険
料
が
導
き
出
さ
れ
ま
す
。

　　
こ
れ
ら
の
事
項
を
推
計
し
、
３
年
間
で
ど
の
く
ら
い
の
費
用
が
か
か
る

か
を
推
計
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
み
る
と
、
認
定
者
数
、
サ
ー
ビ

　安房医師会病院では、年間365日24時間体制で、救急患者を受け入れています。
病院内には、初期診療施設として、安房郡市夜間急病診療部（午後７時～午後10時・年中
無休）が設置されています。

17日（日）

18日（月）

19日（火）

20日（水）

21日（木）

22日（金）

23日（土）

24日（日）

25日（月）

26日（火）

27日（水）

28日（木）

29日（金）

30日（土）

１日（金）

２日（土）

３日（日）

４日（月）

５日（火）

６日（水）

７日（木）

８日（金）

９日（土）

10日（日）

11日（月）

12日（火）

13日（水）

14日（木）

15日（金）

16日（土）

鴨川市立国保病院(鴨川市)

殖0470－97－1221

鋸南病院(鋸南町) 殖55－2125

東条病院(鴨川市) 殖0470－92－1207

富山国保病院(富山町) 殖58－0301

鋸南病院(鋸南町) 殖55－2125

赤門整形外科内科(市内) 殖22－0008

伊藤胃腸科クリニック(鴨川市)

殖0470－92－2231

鴨川市立国保病院(鴨川市)

殖0470－97－1221

小田病院（鴨川市） 殖0470－92－1128

館山病院（市内） 殖22－1122

石渡医院（天津小湊町）

殖0470－95－3011

鋸南病院(鋸南町) 殖55－2125

東条病院(鴨川市) 殖0470－92－1207

小田病院（鴨川市） 殖0470－92－1128

伊藤胃腸科クリニック(鴨川市)

殖0470－92－2231

鴨川市立国保病院(鴨川市)

殖0470－97－1221

鋸南病院(鋸南町) 殖55－2125

症状によっては対応できない場合もあります。
判断できない場合は、当日の夜間待機施設か
安房郡市消防本部（殖22－2233）へ問い合わせてください。

【休日・夜間】

【休日】

11月

安房医師会病院
　殖25－5111

◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇

夜間救急・休日救急

【休日・夜間】

　安房医師会病院以外の夜間救急は、次のとおりで、夜間待機施設として、
午後５時から翌朝８時まで診療します。

【休日】は休日当番医です。【休日・夜間】は、休日当番医で夜間救急も行います。

【休日】
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赤門整形外科内科(市内) 殖22－0008

あかねこどもクリニック（市内）

殖24－4150

富山国保病院(富山町) 殖58－0301

東条病院(鴨川市) 殖0470－92－1207

小田病院（鴨川市） 殖0470－92－1128

伊藤胃腸科クリニック(鴨川市)

殖0470－92－2231

鴨川市立国保病院(鴨川市)

殖0470－97－1221

鋸南病院(鋸南町) 殖55－2125

館山病院（市内） 殖22－1122

松澤医院（鴨川市） 殖0470－97－1122

富山国保病院(富山町) 殖58－0301

東条病院(鴨川市) 殖0470－92－1207

小田病院（鴨川市） 殖0470－92－1128

伊藤胃腸科クリニック(鴨川市)

殖0470－92－2231

鴨川市立国保病院(鴨川市)

殖0470－97－1221

赤門整形外科内科(市内) 殖22－0008

【休日・夜間】

11月のプログラム

子ども市民大学
問合せ／生涯学習課（殖22―3698）

【休日・夜間】 【休日】

集募

※都合により、当番医が変更になる場合があります。

日　　時 プログラム（会場等） 定員・対象 問 合 せ 先 コ ー ス

毎日曜日
祝日 10:30～

甲冑を着よう
（観覧料として小中学生80円、一般150円）

小学生以上
の入館者

市立博物館
殖23－5212

しろやまコース
信

 ２日
（土）

おはなし会
館山市図書館
殖22－0701

14:00～
ぶんがくコース

孝

60人
小学校
低学年

10:30～ 子ども文学講座「お話しの泉」
60人
小学校

中・高学年

館山市図書館
殖22－0701

ぶんがくコース
孝

ちびっこ囲碁教室
館山市中央公民館
殖23－3111

13:30～
わんぱくコース

悌小中学生

10日
（日）

13:00～
　15:30

安房博物館
殖22－8608

かがみがうらコース
智古代の塩づくり　参加費200円

  30人
４年生以上

一般

９日
（土）

ちばまなびフェスティバル2002in大房
（プラネタリウムを含む）

大房少年自然の家
殖33－4561

 9:30～
　14:30

たいぶさコース
仁一般

将棋教室 小学生以上
館山市中央公民館
殖23－3111

わんぱくコース
悌

食体験「ひものづくり」
安房博物館
殖22－8608

未　定
かがみがうらコース

智

30人
4年生以上

一般

13:30～ わたしの町の歴史探訪
安布里・大網・南条　参加費30円

小学生以上 館山市立博物館
殖23－5212

しろやまコース
信

未　定
親子でパソコンに挑戦
（翌日までの1泊2日）

30人
小学生以上

大房岬少年自然の家
殖33－4561

たいぶさコース
仁

山野草で寄せ植えに挑戦！
参加費　1,500円

館山野鳥の森
殖28－0166

 9:30～
鳥となかよしコース

義
30人
一般

図書館まつり　おはなし会
館山市図書館
殖22－0701

14:00～
ぶんがくコース

孝
60人
小学校

16日
（土）

13:30～

17日
（日）

23日
（土）

安房学講座「広重の歩いた安房の道」
安房博物館
殖22－8608

14:00～
　16:00

かがみがうらコース
智一般

10:30～
親子フェスティバル
（翌日までの1泊2日）

60人
小学校

以上の家族

大房岬少年自然の家
殖33－4561

たいぶさコース
仁

30日
（土） ちびっこ囲碁教室

館山市中央公民館
殖23－3111

13:30～
わんぱくコース

悌小中学生

将棋教室 小学生以上
館山市中央公民館
殖23－3111

わんぱくコース
悌13:30～

企画展
「浮世絵に見る房総の海と漁業」

安房博物館
殖22－8608

 9:00～
　16:30

かがみがうらコース
智

一般
11/2～
　12/8

おはなし会（幼児向け） 館山市図書館
殖22－0701

10:30～ 60人
幼児

１日
（金）
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テ
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。
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５
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15年度

2,746,000

16年度

3,171,000

17年度

3,450,000次期計画

保険給付費の次期計画での見込み

12年度

1,808,318

1,676,59 1

13年度

2,29 2,29 6

2,222,575

14年度

2,626,081

―

現計画

決算額

保険給付費のこれまでの推移

ス
受
給
率
の
増
や
在
宅
と
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設
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ー
ビ
ス
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備
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展
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ど
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り
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費
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肩
上
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り
で
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昇
し
て
い
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こ
と
が
見
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ま
れ
ま
す
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高
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高
齢

対
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係
（
殖
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３
４
８
７
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第
１
号
被
保
険
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（
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歳
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上
人
口
）

　
・
第
２
号
被
保
険
者
数
（
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～
64
歳
人
口
）

　
・
要
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護
（
要
支
援
）
認
定
者
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要
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・
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ス
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各
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
受
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者
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な
ど

(千円）

(千円）

【休日・夜間】

【休日・夜間】

国
際
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安房医師会病院では、小児科も行っています。

月曜日から金曜日の9:00～14:30は、紹介・予約が必要です。

日曜日、祝日の9:30～16:00は、救急のみの診察です。

他の時間帯は、内科医による初期診療です。

安房医師会病院の小児科



相談はすべて無料です（結婚・介護相談以外は、土曜・日曜・祝日は休みます）
秘密は厳守されますからお気軽にご相談ください

こんなことあんなこと相談案内 お気軽にどう　ぞ　

（一般相談員による相談）
日時／毎週火曜日（祝日の場合は翌日）
　　　午前10時～午後３時
（専門相談員による相談）
日時／毎月第１、第３火曜日
　　　午後１時～午後３時
対象／一般相談員の相談を受けた人、
　　　１日４人まで
場所／庁舎４号館（旧市民センター）
問合せ／社会福祉協議会  TEL 23－5068

家庭教育
生活習慣、登校拒否、非行の相談など
日時／月曜～金曜日 午前９時～午後４時
場所／中央公民館
問合せ／TEL 23－3111

精神保健
不眠、イライラ、対人関係、老人ボケ等の心配
日時／11月12日（火）・11月19日（火）
　　　11月26日（火）
　 　　午後１時30分～午後３時
場所／安房保健所
申込／安房保健所（TEL 22－4511）に予約必要

乳幼児
◎乳児健診
　日時／11月12日（火）
　対象／４か月児
　受付時間／午後１時30分～２時30分
◎乳児相談（１歳未満の乳児）
　日時／11月11日（月）
　受付時間／午前９時30分～10時30分
◎１歳６か月児健康診査
　日時／11月７日（木）
　対象／平成13年４月生まれ児
　受付時間／午後１時20分～１時40分
◎３歳児健康診査（３歳６か月児）
　日時／11月28日（木）
　対象／平成11年５月生まれ児
　受付時間／午後１時20分～１時40分
※場所は保健センター（TEL 23－3113）

消費生活
商品のサービスや苦情・問合せ
日時／11月７日（木）・11月21日（木）
　　　午前９時～午後４時
場所・問合せ／市民相談室（TEL 22－3199）

市民生活
市民生活あれこれ、お気軽にどうぞ
日時／毎日　午前９時～午後５時
場所・問合せ／市民相談室（TEL 22－3199）

結婚
日時／毎月第１、第３日曜日
     　午前10時～午後４時
場所／庁舎４号館（旧市民センター）
問合せ／社会福祉協議会　TEL 23－5068

年金
厚生年金など（館山市役所は偶数月に開催）
日時・場所／11月21日（木）　鴨川市役所
　　　　　 午前10時～午後２時
問合せ／市民課年金係　TEL 22－3418

交通事故
電話でもできます
日時／毎日午前９時～午後４時30分
場所／交通事故相談所安房支所（安房支庁内）
問合せ／TEL 22－7111 内線371

◎希望します【希望条件】
【無料】小鳥小屋
【相談】自転車、折りたたみ式ベッド、陶芸用電動
     ロクロ、足踏みミシン
◎譲ります【希望条件】

【無料】絵本（小学校１・２年生用）、リハビリパン
　　　ツ・パット、小学館万有百科事典

【5,000円】２連はしご（５間、２間半）
【相談】コピー機、三中バッグ、動物用小型キャ
　　　リーケース、ルームエアコン、居酒屋用イ
　　　ス（７脚）、座卓（３卓）、つい立て、外用つ
　　　い立て

15 だん暖たてやま

行政相談

人権相談
日時／毎週水曜日　午後１時～午後４時
※祝日の場合は前日または後日　　
場所・問合せ／千葉地方法務局館山支局
　　　　　　　人権相談室　TEL 22－0620

国など、行政への苦情や意見、要望
日時／11月13日（水）午前10時～午後３時
場所／神戸地区公民館
問合せ／市民相談室（TEL 22－3199）

児童
家庭関係・養育間題など
日時／毎日午前８時30分～午後５時
場所／家庭児童相談室
　　　TEL 22－3111 内線576

身障・知的障害
日時／身障障害：毎月第２金曜日
　　　知的障害：毎月第４火曜日
　　　午後１時～午後３時
場所／身障障害：伊賀整形外科クリニック
　　　知的障害：田村病院
申込・問合せ／社会福祉課に必ず事前に申し
　　　込みをしてください。
　　　TEL 22－3496

介護
在宅での介護に関する心配ごと、悩みごと
日時／24時間・毎日
場所／館山市在宅介護支援センター

なのはな TEL 29－2800
ほほえみ TEL 27－6411
たてやま TEL 25－7191
安房医師会  TEL 25－5030

心配ごと

問合せ／商工課消費生活係 　TEL 22－3362

不用品情報コーナー

弁護士相談

弁護士があなたの相談に応えます。相談は無
料ですが、あらかじめ予約と相談内容をご連
絡ください。先着８人で締め切ります。
日時／11月14日（木）
　午後１時～午後４時
場所／コミュニティセンター
予約開始日／11月６日（水）
　午前９時から午後５時まで
問合せ／市民相談室（TEL 22－3199）

●11月の古紙・紙パック収集日

地  区 名 古　紙 紙パック

３日（日）

19日（火）

10日（日）

26日（火）

24日（日）

７日（木）

４日（月）

21日（木）

20日（水）

21日（木）

７日（木）

14日（木）

28日（木）

14日（木）

館        山

北        条

那古・船形

西岬・富崎

神        戸

豊        房

館野・九重

○新聞、雑誌、ダンボールに分けてごみ
　搬出場所ヘ
○収集日の午前８時30分までに
○雨でも収集します。濡れないように、
　ビニールなどで覆ってください
○紙パックは切り開き、洗ってたばねて
　ください
問合せ／環境保全課
　　　　TEL 22－3354

10月２日現在の申込み分を掲載。

主催者の都合により変更になることがあります。

問合せ／千葉県南総文化ホール 殖22－1811

千葉県文化振興財団ホームページ　http://www.cbs.or.jp

11月のイベント
インフォメーション

南総文化ホール 11月の休館日／５日、11日、18日、25日

館山市文化祭子ども音楽会

南房総の第九2002演奏会リハーサル

館山市文化祭芸術フェスティバル

館山第三中学校文化祭

山崎会民謡チャリティーショー

ノブ＆フッキーと東京水道道路

映画「スターウォーズ エピソード2」

北条地区コミュニティ芸能祭

第13回館山市老人クラブ連合会演芸大会

第18回館山市社会福祉大会

館山市文化祭

アンナバレエスタジオバレエコンサート

館山市文化祭 第17回民謡大会

館山市文化祭

館山市日本舞踊連盟発表会

 1日（金）

 2日（土）

 3日（日）

 7日（木）

10日（日）

15日（金）

16日（土）

17日（日）

19日（火）

21日（木）

23日（土）

24日（日）

30日（土）

　 9:00～15:30

　13:30～16:30

　12:30～16:00

　 9:00～15:30

　10:00～16:00

　18:30～20:15

羨14:30～16:50

腺18:20～20:50

　 9:30～16:00

　10:00～16:00

　13:00～15:30

　13:30～16:30

　 9:00～17:00

　12:30～16:00

文化祭実行実行委員会 殖22-3698

南総文化ホール 殖22-1811

文化祭実行実行委員会 殖22-3698

館山市教育委員会 殖22-3694

山崎会 殖57-2794

MIN-ON 殖03-5362-3480

ペニンシュラ 殖23-8802

北条地区コミュニティ委員会

殖22-1200

館山市 殖22-3487

市社会福祉協議会 殖23-5068

文化祭実行実行委員会 殖22-3698

文化祭実行実行委員会 殖22-3698

文化祭実行実行委員会 殖22-3698

スウェーデンにおける痴呆症対策と介護

館野地区芸能祭

安房保健所管内「健康を守るつどい」

チャリティーカラオケ発表会

館山市文化祭

第26回館山市民音楽会

龍子カラオケ教室10周年発表会

心の生涯学習セミナー

心の生涯学習セミナー

南房総の第九2002演奏会リハーサル

ひろばチャリティー

７周年カラオケお楽しみ会

年金受給者説明会

アマチュア文化団体交流促進事業

ワークショップ

南房総の第九2002演奏会リハーサル

石橋美重「歌と共に」演劇「まぶたの母」

永田音楽劇団

第23回南房学園芸能祭

 1日（金）

 2日（土）

 6日（水）

 8日（金）

 9日（土）

10日（日）

13日（水）

14日（木）

16日（土）

17日（日）

20日（水）

23日（土）

24日（日）

27日（水）

29日（金）

無　料

関係者

無　料

無　料

有　料

有　料

有　料

無　料

関係者

無　料

無　料

無　料

無　料

大 

ホ 

ー 

ル

　18:30～20:30

　 9:30～16:00

　13:30～16:00

　 9:00～16:30

　13:30～16:30

　 9:00～17:00

　18:30～21:00

　18:30～21:00

　13:30～16:30

　 9:00～18:00

　13:30～16:00

　14:00～16:00

　13:30～16:30

　18:30～21:00

　10:00～14:30

無　料

無　料

無　料

無　料

無　料

無　料

関係者

関係者

関係者

無　料

無　料

関係者

関係者

有　料

関係者

日　時 催　　物　　名 使用時間帯 入場方法 主　催　者

小 

ホ 

ー 

ル

平成14年10月15日 14

医療法人社団慶勝会殖25-7300

館野地区コミュニティ委員会

　　　　　　　　 殖22-5892

安房保健所 殖22-4511

全日本演歌親睦協会殖46-8026

文化祭実行実行委員会 殖22-3698

龍子カラオケ教室 殖22-3372

館山モラロジー事務所 殖23-1161

館山モラロジー事務所 殖23-1161

南総文化ホール 殖22-1811

カラオケひろば 殖24-9199

木更津社会保険事務所

殖0438-23-7616

南総文化ホール 殖22-1811

南総文化ホール 殖22-1811

サロンメルスィ 殖22-9677

生涯大学校南房学園学生自治会

 殖24-0789


